
中⼩企業経営者のための
「知的サポートネットワーク」
―――それが “スモールサン” です。

ゼミで何を学べるのか ―経営者に必要な“３つの⼒”―

スモールサン―SmallSun―とは
不安定 経済状況 中、中⼩企業 取 巻 環境 常 激 変化
。 経営者 会社 守 、発展 義務 。

本当 必要 “正 ”情報 専⾨家 提供
。 思 ⽴ 上 （株）中⼩企業 。

中⼩企業(small�business) “Small” (support�
network) “SUN” 、略称 「 ―SmallSun―」
。中⼩企業 1 1 「⼩ 太陽」 輝 意味

。
毎⽉2回会員向 配信 、景気情勢 中⼩企業 取 巻
経済情報 提供 、中⼩企業経営 実践 紹介 、 中⼩企業庁⻑
官 ⾏政担当者 私 対談 中⼩企業 知 政策
情報発信 。

活動 通 、個々 企業 発展 、中⼩企業 社会
的地位 向上 果 考 。

スモールサン主宰 ⽴教⼤学名誉教授 ⼭⼝義⾏

スモールサン・ゼミとは

中⼩企業経営者 “⾃ら”が学び、
動き、成⻑するための「場」

――それが “スモールサン・ゼミ” です。

共 ⽀援活動 専⾨家 担当 、
各地域 定期的 開催 会員限定 定期勉強会 。毎⽉
１回、全１２回 開催 通 、中⼩企業 様々 経営課題 対応 、⾃社
経営 活 実践的 勉強会 実施 。
環境 変化 伴 、最新 触 、専⾨家 共 学

・ 、激動 時代 ⽣ 残 強靭 会社 実践 。

「読む⼒」
｢時代を読む｣「経営環境を読む」「景気
の先を読む」など、⾃社を取り巻く経済
的社会的環境をしっかり読み解くことで
、⾃社の“今”とその“位置”を把握する。読む力

問う力 つなぐ力

「つなぐ⼒」
経営資源の乏しい中⼩企業は⾃
社の「⾜らざる」を他社との連
携で補い知恵やノウハウを“つ
なぐ”ことで「付加価値」が⽣
まれる。経営者の｢つなぐ⼒｣は
会社の価値創造⼒の源となる。

「問う⼒」
⽇常に埋没しがちな企業経営
の⽇々にあっても、常に「こ
れでいいのか」と⾃社の提供
する商品やサービスの意味を
問い、⾃社の存在価値を問い
続けることが会社の⾰新⼒の
源泉となる。

⽇々 業務 追 経営者 多 ⼀⽅ 、 ⾜元 状況 別 、世 中 ⼤
変化 景気 変動 確実 起 。
来 変化 想定 、 ⾜元 変化 訪 ⾜ 掬 情報 対策

経営者 必要 、 継続的 学 場 ・ 。単発 参
加 得 、多岐 実践的 学 、経営者 “引 出 ” 増 。

SSエグゼクティブプロデューサー
⼭⼝義⾏
⽴教⼤学名誉教授。2018年3⽉ 外務省参与 中⼩企業 海外展開、関東経済産
業局「新連携⽀援」政策 事業評価委員⻑ 中⼩企業連携⽀援 。
経済 分析 経済学者 研究活動 続 、2008年以降「中⼩企業

」 主宰 、中⼩企業 的確 情報 提供、経営者 主体的 参
加 勉強会 開催 積極的 中⼩企業⽀援活動 展開 。経済危機
問題 関 研究 、 番組 活動 。

、 駆使 、
中⼩企業 抱 様々 経営課題 対応 道 講師 招 ！

必要な“情報”と、必要な“ネットワーク”を、“⾃ら”の⼿で

毎⽉様々 講師 登壇 予定 。詳細 、裏⾯ 覧 。

SS⼈材育成プロデューサー／ゼミAKITA担当プロデューサー
⽵内 健⼆
中⼩企業 ⼈財育成 。
「上 者 下 者 育 」 考 ⽅ 、「機会 場 ⼈ 育 」 考
⽅ 基 課題解決 ⾏ 。 「研修」 解決⼿法 、経営者 内
定者 ⼀⼈⼀⼈ 直接対話 通 本質的・実⽤的 解決策 提供 。
「育 楽 」 「頭」 「⼼」 中⼩企業 ⼀⼈⼀⼈ 伝 。

新型 感染拡⼤ 経済活動 制限 、国内 業績 ⼤ 悪化 中⼩企業 急増、
倒産 広 、失業 増加 避 状況 。「負 」 苦 経済 、世界経済
動向 ⽬ 配 、⽇本経済 末 冷静 ⾒通 必要 。 経済動向 中⼩企業経
営者 知 情報 発信 他、 ・ 中⼩企業 様々 経営課題 対応 、⾃社 経営 活

実践的 勉強会 実施 。
「⽣ 残 中⼩企業 必要 情報収集 作 」 基本 、参加 ⾃⾝ “運営” 携 、中⼩企
業経営者 今 取 組 “３ ⼒”――「読 ⼒」「問 ⼒」「 ⼒」 向上、“正 ”情報 収集、専⾨家 連
携 仲間 作 、激動 時代 ⽣ 残 強靭 会社 実践 。



スモールサン・ゼミAKITA第１０期カリキュラム案
※事情 変更 場合 了承 。

概 要 実施⽇時 開催形式 講師

経
済

第1回 「最新 経済環境 中⼩企業
経営」①

常 変化 経済 最新状況 今後 ⾒通 ⼭⼝先⽣
解説 理解 、今、⾃分 中⼩企業 何 指針 磨
。

4⽉13⽇
（⽕）

開催
（講師

登壇）

SS主宰
⽴教⼤学名誉教授
⼭⼝義⾏⽒

事
業
開
発

第2回
＊経営幹部 共 学 回
『with 時代 本
当 価値 ⾒ ⽅』

今回 講師 、 CHIBA 年間１５０回以上 講演
経営者 任 、佐藤 講師 。 、「with
時代 本当 価値 ⾒ ⽅」 。佐藤 話 聴
、⾃社 価値 ⾒ 出 得 。具

体的 思 、 楽 ！

5⽉11⽇
（⽕）

開催
講師現地登壇
予定

⽣命保険株式会社
佐藤 智明 ⽒

売
上

第3回
「
変 ！ 実例 学 売 上

」

2⽉ 全国研修会 登壇 秋元⽒ 講演。中⼩
事業者 「売上 」 ⽬的 、岡崎市 設置 『⾏列
中⼩企業相談所』 ・ ⻑ 秋元⽒ 登壇 、

、⼩ 店 会社 売上 確保・
、実例 交 話 。全国研

修会 話 振 返 、 ⼀歩深 実践的 学
⾏ 。

6⽉8⽇
（⽕）

開催
（講師

登壇）

岡崎

OKa-Biz
⻑

秋元 祥治⽒

経
済

第4回 『世界経済 ⽇本 与 影
響 対策』

⼤統領選後 世界 ？『世界経済 ⽇本 与 影
響 対策』 専⾨家 学 。特 昨今 、世界経済 与
政治 具体的 影響 与 事 話
。中国 共 動 着⽬ 、「読 ⼒」

更 ⾼ 。

7⽉13⽇
（⽕）

開催
講師現地登壇
予定

RP
株式会社
代表

倉都 康⾏ ⽒

第5回
YOKOHAMA合同開催

（秋⽥主催）
『
活 価値創造時代』

元博報堂⽣活総合研究所 主席研究員 。IoT AI 「
」時代。 、

⼀⼈⼀⼈ ⽣ ⽅、企業 稼 ⽅、社会 在 ⽅ 、
⼤ 変 。様々 分野 「新 価値 ⽣ 出 」
求 。

8⽉10⽇
（⽕）

開催
講師現地登壇
予定

京都精華⼤学
表現学部

学部⻑
吉川昌孝⽒

第6回
最初 1歩＆垂直⽴ 上
YouTube 活⽤

10周年 、⾒事講師 受賞 ⼀
圓 招 、⼼理学 顧客創造 学 。今
回 SNS（Web ） 効果的 活⽤⽅法
Web 効果的 利⽤ 、集客・関係性維持 役⽴

⽅法論 学 。

9⽉14⽇
（⽕）

開催
講師現地登壇
予定

顧客 総合
研究所株式会社
代表取締役
⼀圓克彦 ⽒

商
品
開
発

第7回 強 商品開発
〜⼩ 企業 ⽣ 残 〜

2⽉ 全国研修会 登壇 ⾦⾕⽒ 講演。⼤
阪・東京・京都 中⼼ 企業 商業施設 、
WEB、 ⼿掛 。全国各地 商品開発

「 地域産業協業活動」 始 、500 超 ⼯場
職⼈ 情報連携 進 ⾦⾕⽒ 、⼤ 会社 ⼩ 企
業 改⾰ 学 。全国研修会 話 振 返 、

⼀歩深 実践的 学 ⾏ 。

10⽉12⽇
（⽕）

開催
（講師

登壇）

有限会社

代表取締役社⻑

⾦⾕ 勉⽒

経
済

第8回
【公開 】
「最新 経済環境 中⼩企業
経営」②

常 変化 経済 最新状況 今後 ⾒通 ⼭⼝先⽣
解説 理解 、今、⾃分 中⼩企業 何 指針 磨
。

11⽉9⽇
（⽕）

開催
（講師

登壇）

SS主宰
⽴教⼤学名誉教授
⼭⼝義⾏先⽣

理
念
経
営

第9回 『寄 添 経営』

⾼齢者向 部⾨ ⽇本⼀ 誇 、 客様
最⼤限 追求 、社員個⼈ 年間約1,000通

届 徳武産業株式会社 代表取締役会⻑ ⼗河孝男⽒
呼 、“社会貢献”、“社員 幸福 追求” 理念 経営実践
話 伺 。

12⽉14⽇
（⽕）

開催
（講師

登壇）

徳武産業株式会社
代表取締役会⻑
⼗河 孝男 ⽒

第10回 未定 期中 状況変化 応 講師 選定 。 1⽉11⽇
（⽕）

第11回 YOKOHAMA合同
（横浜主催） 未定 2⽉8⽇

（⽕）

第12回 未定 期中 状況変化 応 講師 選定 。 3⽉8⽇
（⽕） お申込み・問合せ︓(株)中⼩企業サポートネットワーク スモールサン事務局

TEL  03-5960-0227 FAX  03-5960-0228 MAIL  info@smallsun.jp

＜ ⾮会員 ⽅＞
① WEB 別紙 ⼊会申込書 会員登録
≪WEB 場合≫
右記 「会員登録」 、必要事項 ⼊⼒下 。
※「⼊会」欄 「B ⼊会＋ 参加希望」 選 、

下 「参加 希望 名」 「 AKITA」 記⼊下 。
≪⼊会申込書 場合≫
別紙 ⼊会申込書 必要事項 記⼊ 上、FAX 送 下 。
※「 参加」欄 「有」 「 AKITA」 記⼊下 。

②事務局 申込 受 付 確認
※携帯電話等 事務局 受信 場合 。
⼊会 際 、受信可能 PC 登録下 。

③請求書（郵送） 確認 参加費 振込
振込 参加⼿続 完了 。
事務局 、毎⽉ 開催前 案内 送 。

＜ 会員 ⽅＞
① 参加申込
≪ 場合≫
件名 「 AKITA参加申込 」 、必要事項 連絡下 。

：info@smallsun.jp
必要事項：参加者⽒名、会社名、PC 、電話番号
≪ 場合≫
本紙下部 申込 記⼊ 上、FAX 送 下 。

②事務局 申込 受 付 確認

③請求書（郵送） 確認 参加費 振込
振込 参加⼿続 完了 。
事務局 、毎⽉ 開催前 案内 送 。

ゼミAKITA第１０期 概要

お申込みの流れ

http://www.smallsun.jp/

⽒名 会社名

PCメールアドレス

電話番号

１、 参加費 110,000円（税込）
※ 会員限定 勉強会 、 参加 会員 登
録 前提 。未⼊会 ⽅、更新期 迎 ⽅ 、別途会員年会費 必要 。

会員年会費26,400円＋ 参加費110,000円＝総額136,400円（ 税込 ）
２、参加期間 2020年4⽉〜2021年3⽉（⽉１回、全１２回）
３、開催時刻 原則 、18：00〜20：00 終了後、懇親会（別途、懇親会費 必要）
４、開催会場 （株）仲村保険 秋⽥⽀店3F ※変更 場合 。
５、開催形式 ・ 現地開催 前提 、 影響 考慮 、

活⽤ 開催 予定 。
講師 現地講演 Zoom 配信 場合 、 講演

形式 会場 参加 、新型 状況 ⾒
柔軟 対応 参 。 了承 。


